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〇賀茂学園都市建設

・広島大学の誘致

⇒ 統合移転決定

〇 受け皿づくり

・東広島市の市制施行

・関連事業の開始

国 ⇒ 大学、関連道路、

住宅（高美が丘）等の建設

県 ⇒ 産業団地・研究団地

用地確保、道路、水道等

市 ⇒ 下水、道路 等

広島大学統合移転決定～市制施行の経緯

〇 広島大学の統合移転の候補地の検討開始

（昭和45年）

・広島大学：昭和２４年に、広島文理科大学、広島高
等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校等、旧
制８校を包括・合併して発足

・県内５市４町、１９地区に分散

〇 賀茂地区総合開発計画（昭和47年）

・地域独自の総合開発プランの策定

⇒ 広島大学の誘致をにらみ研究学園都市建設提起

⇒ 誘致期成同盟会、市制研究協議会の発足

〇 広島大学統合移転決定（昭和48年2月）

県内２４か所の候補地

⇒ ３か所（可部・五日市・西条）から選定される

〇 東広島市の誕生（昭和49年4月）

⇒ 大学の統合移転の受け皿づくり

⇒ 賀茂学園都市建設

１．合併から３０年の東広島市の歩み
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１．- (１) 東広島市２大プロジェクトの推進

賀茂学園都市建設

＊広島大学移転
＊近畿大学工学部移転
＊東広島ニュータウン建設

大学・試験研究機関
先端技術産業の集積

研究者・技術者
学生・留学生の増加

市内人口増の
要因の１つへ

広島中央テクノポリス建設

＊公的産業団地建設
＊研究機関立地



3

１．- (２) 投資による経済効果

【 資本ストックへの投資額と経済効果 】

・ 社会資本整備 ８,６００億円

・ 民間の投資 １兆５,２００億円

（産業分野の設備投資等 ９,２００億円、民間住宅投資 ６,０００億円）

⇒直接的なＧＤＰ増加効果 １兆６００億円、雇用効果 ８,２００人

【 企業活動による投資額と経済効果 】
・ 企業活動によるＧＤＰ増加額 ５兆９,２００億円

（直接効果：４兆２,２００億円 間接効果：１兆２,３００億円）

・ 雇用効果 ３１,０００人

【 地方税の増収効果 】 ２,１００億円

【 人口の増加 】 ６３,０００人

※ 「東広島市３０年のあゆみと検証」から



１．- (２) 投資による経済効果
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■ 新しいまちづくりの模索

⇒ 成長の踊り場（人口増の鈍化）

⇒ 学園都市の次なるステップを模索

⇒ 第五次総合計画で新たなまちづくりを模索

■「イノベーション創造のまち」
「生 活 価 値 創 造 の ま ち」の具現化

２．新たなまちづくりへのチャレンジ

5

日本を地域から躍動させるため、大学と大学が立地する地域の自治体が持続可能な未来のビ

ジョンを共有し、包括的、日常的、継続的、組織的な関係を構築の上、自治体の行政資源と大

学の教育・研究資源を融合しながら活用することで、地域課題の解決に資する科学技術イノ

ベーションの社会実装と人材育成のための地域共創の場(＊)の形成を通じて地方創生を実現し、

持続的な地域の発展と大学の進化をともに目指す構想。

■ Town & Gown 構想への着手

(＊)自治体、大学、民間企業、起業家や投資家、

市民と連携した産学官民連携エコシステム



〇 国際的研究拠点の形成（２０１９年広島大学と「国際研究拠点東広島の形成に関する協定」締結）

広島大学のグローバル戦略、高度な研究テーマの設定

⇒ 海外からの優秀な研究者の誘致

⇒ 受け皿づくり 例：「ミライクリエ(国際交流拠点）」の整備

⇒ 文部科学省助成事業（DESIGN-i）の協働研究成果

〇「アカデミック・エンタープライズ」モデルの導入
（学究的） （知識企業）

人口増加や民間投資の誘発など、まちづくりにインパクトを与えるレベルで

大学が地域に関与

⇒ アカデミックエンタープライズを駆動させて、民間投資を呼び込み、

大学を核とした地方創生のモデルを形成していく。

⇒「Town & Gown office」の正式発足（２０２１年）

⇒ こうした動きに賛同して企業が参加

⇒「広島大学スマートシティ共創コンソーシアム」の形成（２０２２年）

〇 マイクロンメモリジャパン広島工場での大型投資決定 （２０２３年）

⇒ 半導体世界戦略の拠点へ

２．新たなまちづくりへのチャレンジ

イノベーション創造のまち」の具現化

6



２．新たなまちづくりへのチャレンジ

広島大学スマートシティ共創コンソーシアム

7

持続可能な未来のビジョンを共有する東広島市と広島大学が包括的、
日常的、継続的、組織的な関係を構築の上、東広島市の行政資源と広島大学の教育・研究資源を融合
しながら活用することで、地域創生を実現し、継続的な地域の発展と大学の進化をともに目指す東広
島市・広島大学Town&Gown構想の実現にむけて設置されるものとする。

共創コンソーシアムは、Society5.0やカーボンニュートラル、更にはデジタル田園都市国家構想な
どの持続可能な未来社会像実現のために、民間企業の持つノウハウと経営資源、行政機関のコミット
メントを融合しながら、広島大学のメインキャンパスである東広島キャンパスを活用し、スマート
キャンパスまたはスマートシティの形成に資する活動を行い、その成果を周辺地域に社会実装するこ
とでイノベーションを創出することを目的とする。

目 的

活 動 ・研究開発 ・人材育成 ・スマートシティ実装研究 ・広報活動

１．Town＆Gown構想を核に産学官民連携をプロアクティブに推進し、進化するテクノロジーの研究
・実証・最適な社会実装を実現するユニーク且つ持続的な共創スキームを構築する。

２．東広島の人・自然を中心に、イノベーションの活気に満ち、全ての世代・ジェンダー・国籍の人
が共存し、常にアップデートし続ける街づくり・人づくりを、社会・地域・大学の課題解決と共
に、先導的・先進的、且つ大胆に推進する。

３．この「100年先まで誇れる未来づくり」をポジティブピースの先行モデルとして広島から日本全
国及び世界に向け発信する。

グランドデザイン



〇国際的な半導体戦略の転換

⇒マイクロン社の大型投資の継続と国の支援

約５,０００億円の設備投資と１,９２０億円の国の支援

〇半導体戦略に連動した広島大学の人材育成の仕組みづくり

⇒マイクロン社とのパートナーシップに基づく日米半導体連携

⇒日米１１大学が参画

〇せとうち半導体共創コンソーシアム １９社が参加

〇半導体関連産業の集積の兆し（ASML、東京エレクトロン・・・）

⇒ 継続的発展のため、新たな「まちづくり」の必要性

半導体の新たな動き

【参画大学】広島大学、東北大学、東京工業大学、名古屋大学、九州大学、
パデュー大学、ボイシ州立大学、ワシントン大学、ロチェスター大学、
レンセラー工科大学、バージニア工科大学

8



ボイシ（City of Boise）
日 程 １１月１０日～１２日
訪問先 マイクロンテクノロジー社

ボイシ州立大学
在ポートランド領事事務所ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾍﾞﾝﾄ
市内視察 など

フェニックス大都市圏
（Phoenix metropolitan area）
日 程 １１月１２日～１４日
訪問先 アリゾナ州立大学
Skysong、Noves Innovation Corridor
MIX Center、Mirabella
サンダーバードグローバル経営大学院
市内視察 など

ポートランド市（City of Portland）
日 程 １１月 ８日～１０日
訪問先 ＺＧＦ社

在ポートランド領事事務所
ポートランド州立大学
市内視察 など

9

３．先進地への視察 視察概要（日程・行程）



ポートランド市 視察のポイント

⇒ 古いものと新しいものが調和し、緑が街にあふれ、
活気のある非常に美しい街並みを形成

⇒ 結果として、
多くの人に選ばれる魅力的なまちとなっている。

〇 徹底したウォーカブルのまちづくり
UGB（都市協会成長線）、ミックスドユース、TRIMET（公共交通）

〇 サスティナブルの取組み
エコディストリクト、REED認証、Farm to Table（ｵｰｶﾞﾆｯｸﾏｰｹｯﾄ）

〇 ダイバシティー・住民参加のまちづくり
ネイバーフッド、ポートランド州立大学

〇 その他
アート、コーヒーショップ、クラフトビール、ワイン
リノベーション（廃校活用、廃材利用）

写真はhttps://www.travelportland.com/より引用 10



ポートランド（その他 公園 緑豊かな街並み）

11



ボイシ市 視察のポイント

⇒ マイクロン・テクノロジー社の課題感を共有し、
今後の投資に対する連携を確認

⇒ ボイシー州立大学とマイクロン・テクノロジー社の
連携を視察

⇒ ボイシー市関係者ともマイクロン・テクノロジー社支援
の課題感を共有、今後の連携を約束

〇 マイクロン・テクノロジー社本社訪問
本市への継続的投資を要請、まちづくりの意見交換、ハウジングの視察

〇 ボイシー州立大学の視察
半導体産業を支える人材育成

〇 東広島市産品（日本酒）の販売促進
在ポートランド領事事務所主催ビジネスイベントにて、米関係者と懇談

〇 その他
市内中心部の再開発街区の視察（広場空間）

写真はhttps://jp.micron.com/より引用 12



ボイシ市（マイクロン・テクノロジー社訪問）

優良な住宅の様子

マイクロン・テクノロジー社
役員と共創コンソメンバー
が懇談

マイクロン・テクノロジー社
Buddy Nicoson 副社長
Shigeru Shiratake 副社長
湯﨑知事と髙垣市長が
対面で懇談し課題感を共有

マイクロン・テクノロジー社

ボイシ空港

ダウンタウン

新たな住宅開発

ボイシ州立大学

13



〔概要〕
〇 アイダホ州最大規模の高等教育機関

〇 ８つの学部に26,727人（2022～2023年）が学ぶ
（州内69％ 州外31％）

〇 工学部では約4,000人が学び、マイクロン・テクノロジー社

や関連企業が必要とする人材も供給しており、半導体業界
に資する研究や人材育成に注力

〇 マイクロン・テクノロジー社の寄付により「マイクロン
物質研究センター」が設置された。
（総工費 5000万ドル(約72.5億円) うち半額寄付）

ボイシ市（ボイシ州立大学）

14



ボイシ市（在ポートランド領事事務所 ビジネスイベント）

〔主催〕外務省（在ポートランド領事事務所）

〔目的〕広島県知事・東広島市長のアイダホ州への訪問の機会に、アイダホと広島、
さらには日米間の相互理解と経済連携強化、日本産食品の輸出拡大を図る。

〔参加者〕日本側【 湯﨑知事、髙垣市長、奥谷議長、共創コンソーシアムメンバー など】
米国側【 アイダホ州関係者、ボイシ市関係者、企業役員 など 】

〔その他〕市内産日本酒も提供（賀茂鶴、賀茂泉、富久長 ※米国内取扱商品のみ）

市内産日本酒のＰＲや、ボイシ市産業担当者とマイクロン・テクノロジー社
支援等について意見を交換した。

15



フェニックス大都市圏 視察のポイント

⇒ より多くの人に質の高い教育を提供(リアルオンライン)し、
世界各地から学生が入学。（学生数 約144,800人）

⇒ 世界からの多様な才能の集積から高い研究成果が生まれ、
この成果を求め、企業が集積

⇒ 市や企業と連携し、フェニックス都市圏に多数の拠点
（受け皿）を整備、立地市の経済活性化に貢献。

〇 アリゾナ州立大学の憲章（ASU Charter）
⇒ 分け隔てなく人材を育て、大学の研究を社会課題の解決に役立てる

〇 アカデミック・エンタープライズの取組み
⇒ ８つのイノベーションゾーンのほか、都市圏に多数のキャンパス

・The ASU Scottsdale Innovation Center SKYSONG
・Novus Innovation corridor
・Phoenix Bioscience Core
・ASU West Valley Innovation Zone
・ASU Research Park
・ASU Polytechnic Innovation Zone
・Arizona Health Solutions Corridor
・Discovery Oasis

写真はhttps://www.asu.edu/academicsより引用 16



新街区（novas innovation coridor）

アリゾナ州立大学 Tempe Campus

17



フェニックス大都市圏（ＡＳＵ Tempe Campus ）

NOVUS Innovation Corridor

アリゾナ州立大学
テンピキャンパス

18



フェニックス大都市圏（ Skysong ASU Scottsdale Innovation Center ）

〇設立から現在までの道のり
1999年 ショッピングモールが撤退

様々な利を検討も、最終的にASUが活用
2004年 ビジョンの設定
・世界的なもの、革新的なもの
⇒ ASU は世界中の 200 以上のグローバル

イノベーション センターを調査
2007～2008 SKYSONGグランドオープン

と同時に「世界金融危機」
2009 起業化育成をコアとしたカンファレンス

による企業誘致が成功（15年で6000人参加）

〇 施設概要
（生活、仕事、遊びを満たす設計）
・開発面積 約16ヘクタール
・オフィス面積 約1,3 万平方メートル
・居住空間 325 戸を賃貸
・入居者 50 社以上のﾃｸﾉﾛｼﾞｰ企業
・従業員数 3,000 人以上
・その他 157 室のホテルスペース
（カンファレンス会場としても活用）

30年の経済発展の軌跡

市の税収
３億6200万ドル
（約524億9千万円）

経済効果
580億ドル
（約8兆4100億円）

建設活動のみでも
20億ドルを超える
（約2900億円） 19



フェニックス大都市圏（NOVUS Innovation Corridor）

Novus Innovation Corridorの概要

・開発面積 355エーカー（約143ha）
・内訳

複合用途スペース（約93万㎡）
クラスAｵﾌｨｽｽﾍﾟｰｽ（約42万㎡）
計画住宅数（約4,000戸）
ホテル客室（1,000 室以上）
小売、ﾚｽﾄﾗﾝ、ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ施設

（約2.5万㎡）
雇用（約34,000 人）
賃金 約2,910億円/年
年間総経済効果 約6,700億円

20



視察のまとめ

〇この度訪問した３地域の類似点

①各地域には世界に名だたる国際的企業が立地

②多様性や包摂性の確保を念頭に、豊かな自然環境の保全や

持続可能なまちづくりを推進

③いずれも、大学がまちの発展の中心的な役割を果たす。

〇東広島市との比較

①マイクロンメモリジャパンが立地し、大規模投資が見込まれる。

②豊かな自然環境を有し、留学生や研究者など、中国地方で最も外国人

の割合が多いまち。多文化共生など、多様性を包摂する取組みを推進。

③広島大学の統合移転を契機に市制施行。以来、一貫して学園都市を

掲げてこれまで発展。さらに、新たに「Ｔｏｗｎ＆Ｇｏｗｎ」を推進。

【視察を踏まえた仮設】

⇒訪問した各地域と非常に類似。

⇒取組みによっては、本市の今後の発展の可能性大。
21



これまで、本市は、第五次東広島市総合計画に掲げた広島大学を中心とした「世界に貢献するイノベーション創造
のまち」を目指すため、「科学技術イノベーションによる地域社会課題解決(通称「DESIGN – i 」（デザインアイ）」を活用
した新しいまちづくりを検討してきた。
広島大学と共に取り組んでいる「Town＆Gown」を中心に検討する中で、多くの民間企業からも関心を持ってい

ただき、こうした企業と一緒に検討してきた内容を新しいまちづくりの構想「次世代学園都市構想」として取りまと
めた。
これが構想の最終形ではなく、これをたたき台として取組みを進めつつも、しっかり議論をしながら、随時、社会

の変化に対応させていくものとしている。

４．次世代学園都市構想
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2020年度

2021年度

・DESIGN-i採択
・「広島大学×東広島市RDT事務局」を設置

2019年度

・広島大学・東広島市・フジタ 包括連携協定
・広島大学・東広島市・ソフトバンク 包括連携協定

・次世代学園都市づくり勉強会
・Town＆Gown Office始動
・ミライクリエ完成

・広島大学スマートシティ共創コンソーシアム 設立
・次世代学園都市構想 策定

・Town＆Gown Office準備室設置

・広島大学・東広島市・住友商事
包括連携協定

・カーボンニュートラル×
スマートキャンパス5.0宣言

2022年度

23

４．次世代学園都市構想

〇構想策定までの歩み
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【新たな仕掛け】

•「Town&Gown」(※)の推進

•スマートシティ共創コンソーシアムの形成
（企業を呼び込む仕組み）

•大学と都市がセットで選ばれるための基盤形成

・イノベーションが起きる仕組みづくり

～快適性や利便性を含めた新たな価値の創出～

・グローバルスタンダードな生活環境づくり

～国際色豊かな魅力ある都市拠点の形成～

・人づくり（学びと実践）

～地域全体のグローバルな頭脳循環への参加～

(※) 持続可能な未来のビジョンを共有する市と大学が地方創生を実現し、持続的な地域の発展と大学の進化をともに目指すもの

【期待する将来】
〇世界から起業家や研究者が集まるまち

〇新技術の社会実装と経済の好循環の実現

〇ゆとりと魅力ある居住空間の実現

〇「適散・適集社会」の新たな都市モデルの構築

【３つの取組】

【新たな都市機能の案】
既存のエリアを活かしつつ、必要な機能
が周辺に広がっていくイメージ

ＳＤＧｓ

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｽ

Well-being

24

〇期待する将来 本市のポテンシャルを活かしたアプローチ

４．次世代学園都市構想



〇まちづくりの展開イメージ
：新しいまち

：既存市街地

〇推進母体 広島大学スマートシティ共創コンソーシアム
広島大学とその周辺エリアを中心に、最先端技術の実証や国内外から起業家や研究者が集まるイノベー

ション創造の仕組みを構築し、Well-being、SDGs、ポジティブピースの実現を目指す。

住友商事、ソフトバンク、フジタ、三井住友信託銀行、中国電力、
復建調査設計、ダイキン工業、サタケ、日産自動車、イズミ、

ミサワ環境技術、大日本印刷、広島ガス、マイクロンメモリジャパン

【Town & Gown】 【民間企業】

東広島市、広島大学

組織図

４．次世代学園都市構想
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４．次世代学園都市構想

〇広島大学を起点としたゾーニング

既存のエリアを活かしつつ、必要な機能が大学を起点として
周辺に広がっていくゾーニングを次のように設定している。

• 『知』の集約拠点として、国内外の高度人材を誘致
(広島大学の魅力強化)

• 先端産業や地元産業との連携を通し、創造的な活動を強化
(含、キャンパスをスモールタウンと見立てた実験環境)

• 創発されたアイデア・技術の育成

・高度人材が活躍する場所、居住する場所

・企業・団体が活動する場所

・創発されたアイデアを表現する場所

・優れた利便性、快適な環境

必要なもの



４．次世代学園都市構想
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５．外国人人口の推移と今後の動向
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５．外国人人口の推移と今後の動向
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■５年前の統計数値との比較

・ 外国人人口の増加（６,９４９人➤８,７７８人）

・ 人口割合の増加（３.８５％➤４.６１％）

・ 多国籍化（９４か国➤１１３か国）

・ 長期滞在可能な在留資格者（永住者等）の増加（１,６１１人➤２,１２０人）

・ 広島大学等の留学生受入増加（１,７０９人➤１,９３５人）

・ 市内企業の外国人人材雇用拡大（ハローワーク西条管轄数値）

事業所３６７➤５２２
外国人労働者３,８１７人➤５,４１２人

→増加傾向は今後も続く見込み

５．外国人人口の推移と今後の動向
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■次世代学園都市構想
広島大学を中心とした「世界に貢献するイノベーション創造のまちづくり」の推進

・ イノベーションが起きる仕組みづくり ～快適性や利便性を含めた新たな価値の創出～
・ グローバルスタンダードな生活環境づくり ～国際色豊かな魅力ある都市拠点の形成～
・ 人づくり（学びと実践） ～地域全体のグローバルな頭脳循環への参加～

→ グローバル人材として活躍する研究者や企業の増加

■半導体産業への大型投資の動き

・ マイクロンが広島工場での次世代ＤＲＡＭの開発・製造に対し約５,５００億円の
投資を計画

・ 経済産業省が最大１,９２０億円を助成

→ 雇用創出による外国人労働者の増加

５．外国人人口の推移と今後の動向

31



６．国の2050年の人口推計

32（出典）国土審議会計画推進部会・国土の長期展望専門委員会『「国土の長期展望」最終とりまとめ 参考資料』（令和3年6月）
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33（出典）国土審議会計画推進部会・国土の長期展望専門委員会『「国土の長期展望」最終とりまとめ 参考資料』（令和3年6月）



６．国の2050年の人口推計
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